
平成22年3月期 第3四半期決算短信 

平成22年2月9日

（百万円未満、小数点第１位未満は切捨て）

上場会社名 株式会社 きらやか銀行 上場取引所 東 
コード番号 8520 URL http://www.kirayaka.co.jp/
代表者 （役職名） 取締役頭取 （氏名） 粟野 学
問合せ先責任者 （役職名） 執行役員経理部長 （氏名） 佐藤 利 TEL 023－631－0001
四半期報告書提出予定日 平成22年2月10日 特定取引勘定設置の有無 無
配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

（注）21年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるた
め、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 19,992 △12.9 1,702 ― 1,654 ―
21年3月期第3四半期 22,963 ― △6,310 ― △6,671 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 12.03 7.83
21年3月期第3四半期 △52.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 1,200,403 50,501 4.1 233.37
21年3月期 1,141,280 31,428 2.7 185.49

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  50,365百万円 21年3月期  31,306百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況について
は、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
22年3月期 ― 1.00 ―
22年3月期 

（予想）
1.00 2.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
（注）平成21年５月13日に公表いたしました連結業績予想は、修正しております。 
なお、本業績予想に関する事項につきましては、本日別途開示する「平成22年３月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

経常収益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 △10.3 1,800 ― 1,800 ― 12.45
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４. その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第３四半期連結会計期
間に係る損益計算書については、「５．四半期連結財務諸表」の末尾に「参考」として開示しております。 
２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 129,714,282株 21年3月期  129,714,282株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  4,076株 21年3月期  3,302株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 129,710,515株 21年3月期第3四半期 129,708,020株
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○ 種類株式の配当の状況 

  

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 
  

  

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

第Ⅲ種優先株式 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

22年３月期 ─ ─ ─ ─ ─ ─

22年３月期(予想) 1 84 1 84
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当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界同時不況の影響が依然として継続する

中、東アジア新興諸国の旺盛な需要の回復や政府の景気対策の効果を受けて、景気は緩慢ながらも回復基

調をみせております。 

山形県内経済におきましては、最悪期を脱し国内景気と同様に回復基調にはあるものの、一部業種によ

っては依然として厳しい状況が続いており、消費や雇用への波及効果は限定的となっております。 

このような経済環境のもと、当行は、合併後の内部体制の整備に一応の目途がつく中、当行本来の経営

方針である中小企業に対する資金供給機能をより積極的に発揮するため、今般、改正施行された金融機能

強化法による200億円の資本増強を実施いたしました。本資本増強によりまして、今後予想される景気低

迷の長期化への対応を行なうとともに、十分な自己資本による財務基盤の安定性を確保しつつ、地元企業

の資金ニーズに積極的に対応できる態勢を整え、地域経済の活性化に寄与してまいる所存であります。 

そのような中、当第３四半期連結累計期間の損益につきましては、以下のとおりとなりました。 

連結経常収益は、資金運用利回りの低下による資金運用収益の減少や役務取引等収益の減少等により前

年同期比29億71百万円減少の199億92百万円となりました。 

一方、連結経常費用は、市場金利の低下による預金利息等の資金調達費用の減少や与信関連費用の大幅

な減少等により、前年同期比109億85百万円減少の182億89百万円となりました。 

その結果、連結経常利益は17億２百万円、第３四半期連結純利益は16億54百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、以下のとおりとなりました。 

総資産につきましては、貸出金および有価証券ともに増加したことから、前連結会計年度末比591億23

百万円増加の１兆2,004億３百万円となりました。 

負債につきましては、預金等が増加しました結果、前連結会計年度末比400億50百万円増加の１兆1,499

億１百万円となりました。 

純資産につきましては、平成21年５月に第Ⅱ種優先株式7,000,000株の全部について買入消却を実施い

たしましたが、平成21年９月、金融機能強化法による第Ⅲ種優先株式200億円の増資を行なったことか

ら、前連結会計年度末比190億73百万円増加の505億１百万円となりました。 

  

平成21年５月13日に公表いたしました連結業績予想は、修正しております。 

なお、本業績予想に関する事項につきましては、本日別途開示する「平成22年３月期通期の業績予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 

① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法

により算定しております。 

② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間連結会計期間末の予想損失率をも

とに必要に応じて合理的な見直しを行った引当率を適用して計上しております。 

③ 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に

係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、年度決算と同様の方法により行っております

が、重要な変動がないと認められる前提条件については、当該中間連結会計期間末における前提条

件を適用しております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 31,046 44,395

コールローン及び買入手形 37,500 10,000

商品有価証券 223 227

有価証券 240,438 202,341

貸出金 865,166 858,863

外国為替 595 661

その他資産 10,180 9,723

有形固定資産 18,662 19,110

無形固定資産 2,122 2,623

繰延税金資産 4,721 5,089

支払承諾見返 10,021 9,970

貸倒引当金 △20,263 △21,712

投資損失引当金 △11 △13

資産の部合計 1,200,403 1,141,280

負債の部   

預金 1,114,588 1,071,549

譲渡性預金 － 2,100

コールマネー及び売渡手形 － 98

外国為替 43 12

社債 12,000 12,000

その他負債 6,373 6,808

退職給付引当金 3,470 3,542

役員退職慰労引当金 104 266

利息返還損失引当金 7 16

睡眠預金払戻損失引当金 299 428

繰延税金負債 21 10

再評価に係る繰延税金負債 2,874 2,895

負ののれん 96 152

支払承諾 10,021 9,970

負債の部合計 1,149,901 1,109,851
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

資本金 17,700 7,700

資本剰余金 22,986 21,750

利益剰余金 5,088 3,663

自己株式 △0 △0

株主資本合計 45,774 33,113

その他有価証券評価差額金 558 △5,858

繰延ヘッジ損益 △0 △11

土地再評価差額金 4,033 4,063

評価・換算差額等合計 4,590 △1,806

少数株主持分 136 122

純資産の部合計 50,501 31,428

負債及び純資産の部合計 1,200,403 1,141,280
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

経常収益 22,963 19,992

資金運用収益 18,105 17,158

（うち貸出金利息） 15,831 15,243

（うち有価証券利息配当金） 2,137 1,858

役務取引等収益 4,461 2,422

その他業務収益 179 145

その他経常収益 217 265

経常費用 29,274 18,289

資金調達費用 3,026 2,245

（うち預金利息） 2,662 1,964

役務取引等費用 2,785 1,211

その他業務費用 1,873 51

営業経費 13,432 13,113

その他経常費用 8,156 1,667

経常利益又は経常損失（△） △6,310 1,702

特別利益 977 205

固定資産処分益 16 10

関係会社株式売却益 785 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 78

償却債権取立益 161 106

その他の特別利益 14 10

特別損失 510 170

固定資産処分損 75 16

過年度減損損失 427 －

減損損失 6 114

その他の特別損失 0 39

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△5,843 1,738

法人税、住民税及び事業税 860 64

法人税等調整額 △35 11

法人税等合計 825 75

少数株主利益 2 8

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,671 1,654
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△5,843 1,738

減価償却費 2,129 1,078

減損損失 434 114

のれん償却額 △71 △56

持分法による投資損益（△は益） △44 △39

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,925 △1,448

投資損失引当金の増減額（△は減少） △8 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,260 △72

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △56 △161

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） 8 △8

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △145 △128

資金運用収益 △18,105 △17,158

資金調達費用 3,026 2,245

有価証券関係損益（△） 5,680 71

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 0 －

為替差損益（△は益） 52 127

固定資産処分損益（△は益） 59 6

貸出金の純増（△）減 2,066 △6,286

預金の純増減（△） 12,653 43,038

譲渡性預金の純増減（△） △2,200 △2,100

債券の純増減（△） 0 －

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△541 －

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △1,429 △1,359

コールローン等の純増（△）減 7,500 △27,500

コールマネー等の純増減（△） △1,011 △98

外国為替（資産）の純増（△）減 △492 65

外国為替（負債）の純増減（△） 17 30

資金運用による収入 17,664 16,653

資金調達による支出 △2,456 △2,665

その他 △423 519

小計 19,126 6,604

法人税等の支払額 △991 △45

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,135 6,558
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △119,781 △100,386

有価証券の売却による収入 77,909 43,636

有価証券の償還による収入 27,523 24,732

金銭の信託の減少による収入 94 －

有形固定資産の取得による支出 △646 △166

有形固定資産の売却による収入 139 13

無形固定資産の取得による支出 △245 △72

無形固定資産の売却による収入 201 0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

1,349 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,455 △32,243

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 － 20,000

配当金の支払額 △461 △259

自己株式の取得による支出 △22 △8,764

自己株式の処分による収入 6 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △477 10,976

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,202 △14,709

現金及び現金同等物の期首残高 29,672 42,743

現金及び現金同等物の四半期末残高 33,875 28,034
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当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

連結会社は銀行業以外に一部で事務委託等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメン

トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

連結会社は銀行業以外に一部で事務委託等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメン

トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が100％のため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が100％のため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【国際業務経常収益】
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当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

(単位：百万円) 

 
(注)１．当行は、平成21年５月13日開催の取締役会において、平成20年10月１日付で合同会社ジェイ・シー・シー

に割り当てた第Ⅱ種優先株式(交付価額修正条項付取得請求権付優先株式)7,000千株の全部について、下記の

とおり取得及び消却を行うことを決議し実施いたしました。 

(1) 株式を取得するのと引換えに交付する金銭等の総額 8,764百万円 

(2) 取得及び消却の時期 平成21年５月15日 

２．当行は、平成21年９月30日付で、株式会社整理回収機構から第三者割当増資の払込みを受けました。この

結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が10,000百万円、資本準備金が10,000百万円増加し、当第

３四半期連結会計期間末において資本金が17,700百万円、資本剰余金が22,986百万円となっております。 

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 7,700 21,750 3,663 △0 33,113

当第３四半期連結会計期間末までの変

動額(累計)

新株の発行 (注)２ 10,000 10,000 ─ ─ 20,000

剰余金の配当 ─ ─ △259 ─ △259

四半期純利益(累計) ─ ─ 1,654 ─ 1,654

自己株式の取得 (注)１ ─ ─ ─ △8,764 △8,764

自己株式の処分 ─ △0 ─ 0 0

自己株式の消却 (注)１ ─ △8,764 ─ 8,764 ─

土地再評価差額金の取崩 ─ ─ 29 ─ 29

当第３四半期連結会計期間末までの変

動額(累計)合計
10,000 1,235 1,425 △0 12,661

当第３四半期連結会計期間末残高 17,700 22,986 5,088 △0 45,774
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(単位：百万円) 

 
  

  

  

「参考」第３四半期連結会計期間に係る損益計算書

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

経常収益 7,060 6,553

資金運用収益 6,039 5,709

(うち貸出金利息) 5,257 5,059

(うち有価証券利息配当金) 752 630

役務取引等収益 902 782

その他業務収益 65 18

その他経常収益 51 42

経常費用 10,197 5,633

資金調達費用 946 699

(うち預金利息) 845 602

役務取引等費用 322 301

その他業務費用 1,589 14

営業経費 4,488 4,196

その他経常費用 2,849 421

経常利益(又は経常損失(△)) △3,136 920

特別利益 772 45

固定資産処分益 14 0

貸倒引当金戻入益 634 ─

償却債権取立益 84 37

その他の特別利益 39 7

特別損失 37 108

固定資産処分損 37 4

減損損失 ─ 104

税金等調整前四半期純利益(又は税金等調整前四
半期純損失(△))

△2,401 857

法人税、住民税及び事業税 0 33

法人税等調整額 15 △61

法人税等合計 16 △27

少数株主利益(又は少数株主損失(△)) △1 0

四半期純利益(又は四半期純損失(△)) △2,416 884
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(参考)　平成22年３月期　第３四半期決算説明資料

 平成22年３月期第３四半期(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)における四半期情報についてお知らせします。

１．損益の状況【単体】

　当第３四半期の経常収益は、貸出金利回りの低下による資金運用収益の減少や、預り資産販売手数料の

　減少等による役務取引等収益の減少により、前年同四半期比１４億５９百万円減少し１９２億９９百万

　円となりました。経常利益は、業務純益の増加に加え、与信関連費用の大幅な減少や株式等関係損益の

　改善により１４億５４百万円となりました。四半期純利益は、経常利益に加え、営業店舗の減損損失費

　用等の計上額が減少したことにより１４億５３百万円となりました。

　また、銀行本来の収益力を表すコア業務純益は、前年同四半期比３億５７百万円減少し３７億２１百万

　円となりました。

(単位：百万円)

△ 14

△ 4,600

△ 3,976

△ 576

△ 4,552

62

△ 1,866

5,661

△ 9,637

3,391

7,116

8,445

834

3,795

第３四半期 第３四半期 平成21年３月期
増　減

平成21年３月期平成22年３月期 前　期

(９か月間) (12か月間)

12,313

27,683

20,190

21,720

19,884

1,768

△ 1,462

△ 1,530

16,395

708

3,779

3,721 4,078

△ 1,034

4,441

4,414

2,311

602

3,345

△ 9,578△ 2,959

688

△ 1,45920,758

(B)  (A)－(B)

(９か月間)

資 金 利 益

① 業 務 粗 利 益

コ ア 業 務 粗 利 益 (①－②)

14,741

経 常 収 益 19,299

(A)

75

886

58

14,962

△ 1,766

1,365

△ 1,703

1,078

△ 74715,645

15,703 14,625

16,392

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )②

5,367

11,923

人 件 費

物 件 費 5,954

③ 業務純益 (一般貸倒繰入 前 )

税 金

臨 時 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益 (③－②)

⑤ 不 良 債 権 処 理 損 失 額

④

△ 1,483

△ 132

△ 634

1,343

(④＋⑤)貸 倒 償 却 引 当 費 用

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益 ( △ は 経 常 損 失 )

24

1,454

税 引 前 四 半 期 純 利 益
( △ は 税 引 前 四 半 期 純 損 失 )

1,479

特 別 損 益

四半期純利益(△は四半期純損失) 1,453

法 人 税 等 調 整 額

38法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

△ 12 △ 9 △ 3

△ 2,699

3,798

△ 278

1,524

△ 4,598

△ 1,647

6,619

△ 3,098

5,198

6,426

△ 6,595

△ 3,930

△ 1,205

△ 6,232

△ 320

△ 6,553

51

3,407

1,468

△ 357 5,325

△ 221

△ 479

△ 390

169

1,778

1,824

△ 472

△ 86

8,048

400

△ 13

1,069

7,686

344

8,032
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 ２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】

 当第３四半期末の金融再生法開示債権額は、前年同四半期比１５２億４０百万円減少し、５３７億

 ３５百万円となりました。また、総与信残高に占める金融再生法開示債権比率は、前年同四半期比

 １．８３ポイント減少し、６．０８％となりました。

(単位：百万円)

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

 ３．時価のある有価証券の評価差額【単体】

 当第３四半期末のその他有価証券の評価差額は、９億１１百万円の評価益となりました。

(単位：百万円)

 その他有価証券

(注)１．各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額と時価との差額を計上

　　　しております。

 　 ２．各四半期末の変動利付国債については、「金融資産の時価の算定に関する実務上の取扱い」(企業会計基準委

　　　員会実務対応報告第25号平成20年10月28日)が公表されたことに伴い、合理的な見積りに基づき算定された価額

　　　により評価しております。

　　３．満期保有目的の債券に係る含み損益は、以下のとおりであります。なお、子会社・関連会社株式で時価のあ

　　　るものはありません。

(単位：百万円)

平成21年12月末
20年12月末比 21年３月末比

その他 827 903 24,396 1,260 △ 28 1,289 

2,019 

801,956 818,254

870,932 876,706

うち損

7.91% 6.66%

要 管 理 債 権 3,771 △ 6,340 △ 112

351 

帳簿 含み損益

価額 うち益 うち損

12,887 150 △   201 

債券 167,167 2,866 

371 

3,033 166 165,423 1,566 △ 453 

平成21年３月末

24,228 1,735 △ 6 1,741 

株式 89 2,824 

5,869 △ 

7,479 2,787 △ 

197,823 5,562 △ 571 220,906 6,134 228 6,097 

146,627 1,347 △ 178 

178,335 

1,525 

2,830 

平成21年３月末

時価 評価差額

うち益 うち損

平成21年３月末

11,744 11,344

10,111 3,883

68,975 58,451

平成20年12月末

911 4,315 3,404 

8,003 

時価 評価差額

うち益 うち損 うち益

2,735 △ 43 8,010 1,879 △ 454 2,334 

43,223

時価 評価差額

45,728 75 △    

△ 592

47,119

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

危 険 債 権 39,211 △ 7,908 △ 4,012

10,752 △ 992

開 示 債 権 合 計 53,735 △ 15,240 △ 4,716

正 常 債 権 828,905 26,949 10,651

総 与 信 残 高 882,641 11,709 5,935

平成21年12月末 平成20年12月末

総 与 信 残 高 比 6.08% △ 1.83 △ 0.58

平成21年12月末 平成20年12月末

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

満期保有目的
の債券

8,918 74 220 145 14,619 149 △   222 
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 ４．デリバティブ取引【単体】

　デリバティブ取引は、お客様のご要望にお応えするために取り組むものなどが中心で、投機性の高い

　取引は行っておりません。

(1) 金利関連取引 該当ありません。

(2) 通貨関連取引

(単位：百万円)

 通貨先物

 通貨スワップ

 為替予約

 通貨オプション

(3) 株式関連取引 該当ありません。

(4) 債券関連取引 該当ありません。

(5) 商品関連取引 該当ありません。

(6) クレジット・デリバティブ取引 該当ありません。

 ５．中小企業等貸出金【単体】

　積極的な取り組みにより地元中小企業への支援を強化しておりますが、世界的な景気後退の影響を受

　けた県内景気の低迷により漸減いたしました。

(単位：百万円)

 中小企業等貸出金比率
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

 中小企業等貸出金残高

(注) 平成21年６月末より、日本標準産業分類の改訂(平成19年11月)に伴い、企業規模区分の見直しを行っております。

　 (平成21年３月末以前は、改訂前の区分)

0

平成21年12月末
20年12月末比 21年３月末比

合 計 0

0 0

- - - - - -

33 0 0 36

- - - -

- -

契約額等 時価

- - - -

△ 2.46

平成20年12月末

評価損益 契約額等

24

-

- -

時価 評価損益

-

-

0

-

0

-

-

金

融

商

品

取

引

所

店

頭

△ 9,883

評価損益

区
分

種 類
平成21年12月末 平成20年12月末

-

-

平成21年３月末

契約額等 時価

0

-

729,633719,750 △ 9,854 729,604

85.8483.38 △ 1.76 85.14

平成21年３月末
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 ６．預金等・貸出金残高【単体】

　 当第３四半期末の預金等残高は、法人預金及び個人預金等の増加により、前年同四半期比１５０億３

   百万円増加し１兆１，１４９億６１百万円となりました。

   また、当第３四半期末の貸出金残高は、消費者ローン等の増加により、前年同四半期比１３２億４３

　 百万円増加し８，６３２億１百万円となりました。

(単位：百万円)

 預金等

 うち個人預金

 貸出金

 うち消費者ローン

(注)１．預金等には、譲渡性預金を含んでおります。

　　２．平成21年６月末より、日本標準産業分類の改訂(平成19年11月)に伴い、従来の個人向け貸出の一部を、一般

　　　貸出に区分変更を行っております。(平成21年３月末以前は、改訂前の区分)

 ７．預かり資産残高【単体】

　 お客様のニーズの多様化に対応し、投資信託、個人年金保険等の販売に積極的に取り組んでまいりま

　 した結果、当第３四半期末の預かり資産残高は、以下のとおりとなりました。

 　投資信託は、前年同四半期比２３億５６百万円、公共債（国債等）は、前年同四半期比５億５４百万

　 円、個人年金保険は、前年同四半期比７２億５４百万円それぞれ増加し、預かり資産残高合計で、前

　 年同四半期比１０１億６５百万円増加し１，６１９億３９百万円となりました。

(単位：百万円)

 投資信託

 公共債 (国債等)

 個人年金保険

 合　計

13,243

8,430

863,201

247,978 6,872 241,106

1,114,961 40,928

6,261 856,940

837,4743,268

1,074,033

3,211

151,7748,446

84,810

11,049

55,915

平成21年12月末 平成21年３月末平成20年12月末

13,158

849,958

239,548

平成21年12月末

847,364850,632

15,003

20年12月末比 21年３月末比

1,099,958

20年12月末比 21年３月末比

4,695

平成20年12月末 平成21年３月末

58,271 53,576

11,062

88,853

153,493

2,356

554

7,254

10,165

54111,603

92,064

161,939
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